

























けでなく「女性の能力・適正を活かすことを企業の経営戦略として位置付ける」時代であるとしている。少子高齢化によって仕事に全力投球できる男性労働者の数は減っており、同質的な職場が強みを発揮した製造業中心の時代は去りつつある。このような中、本著では、女性が思い切っ ビジネス社会で「一歩」を踏み出すことができれば、仕事と人生が劇的に楽 いも になると述べている。


















するのも人情です。しかしいやいや権利を与えるのではなく、快く行使してもらうほうが、お互いにハッピーです」 。 権利を与え れた側だけでなく、与える側もマインドセットを変える時期に来ていることに気付かされる。　
また、今日の女性活躍への追い風が、一過性の








四年の「資生堂ショック」だった。美容部員を対象に、育休中でも夜間までの遅番や土日勤務に入ることを促すとし、 「女性に優しい会社」のトップランナーとして評判を築いてきた資生堂が、なぜここにきて厳しい態度に転じたのかと話題になった。 れ は「マミートラック問題」や「ぶら下がり社員問題」などが内在しており、 「女性活躍の限界」と捉える見方や、今後は資生堂のみならず日本の女性雇用全体の問題として顕在化するのではないかと一部マスコミでは報じられた。しかしこうした問題 解決に向けて ヒントも、本書には多く詰まっているよう 感じられた。まさに今、働く女性自身が意識を変えていく時期に来ているのではないかと改め 考えさせられた。　
10年前の『女性の品格』では、このような記述




ったら心得ておくべきこと、 「良いリーダー」になるためのアドバイスが続く。ここでの「良いリーダー」とは部下から好かれて居心地よく仕事をするリーダーで なく、チームの力を高め成果を出すリーダ である。周囲への配慮を忘れないとも管理職としての基礎的 人間力であるとしがらも、そのために「すべての人から い人と思われるのは不可能」 、 「いい子」 脱却する強さがリーダーとして必要 素質であることが再度説かれている。　
第
3章では管理職の重要な仕事の一つである
「部下を育てること」への実践的なアドバイスが続く。普遍的なヒントだけでなく、今の時代 世代間に沿った有益 も多く含まれてい 。　
第
4章は、 「女性社員はこんな男性上司を求め
ている」と題し、今後職場では女性 増加していくことを考えると、男性にとっても実践的なアドバイスが多く記され、読みごたえのあ 内容にっている。　
以下に全体として個人的な感想を述べさせてい
ただくと、拝読後にまず頭に浮かんだのは二〇一
